
活用調査表
様式６

○ 経済性 □ 安全性

□ 工程 □ 施工性

○ 品質 ◎ 環境

工 事 名　　：　大月六日町線　六消第72号　イン
バーター用制御盤交換

施工数量 　：　インバーター制御盤　一面

工　　期　　：　平成１８年度

Ｔ Ｅ Ｌ　 ：025-281-8818

新技術問い合わせ先

会社名　：株式会社　興和

所属部課：先端技術部

担当者　：斉藤浩之

◎：優れている　○：やや優れている

□：従来技術と比べて同程度

△：やや劣っている　×：劣っている

本消雪パイプ施設は、雪片カウント型降雪検知器
で降雪強度を判定し、その降雪強度に応じて３段
階に散水量を変化（インバーター制御）させて散
水する。これにより道路消雪のサービスレベルを
維持しながら、節水・節電を行うことを可能にし
た。

実施結果

トライアル工事での評価結果

比較した従来技術
「従来型インバータ制御散水消雪パイプ」
・従来より少量の散水で同等の消雪効果があっ
た。
・電力量が従来比４５％減少した。
・散水量が従来比２５％減少した。

従来の消雪用制御盤をインバーター制御盤に交
換。
（5.5Kw用インバーター制御盤　一面）

登録 No.
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　インバーター制御システムによる散水消雪施設写真

　インバーター制御システムによる散水消雪施設の概要図

概　要

特　徴

技術名：消雪パイプ用インバーター制御システム

施工内容

ポ
ン
プ

ポンプ室

井戸

②水圧を計る

⑦ノズルの噴水量が変わる

③水位を
計る

インバータ装置

商用電源

40～54Hz

⑤周波数を変える

判定装置

降雪強度
センサ

小雪 中雪 大雪

渇水レベル

①雪の粒を数える

指令

⑧水位が下がると
  節水（小雪）運転

水圧計

水位計

④最適なポンプ
出力を計算

⑥ポンプの回転数変化



活用調査表
様式６

　インバーター制御システムによる散水消雪施設写真（南本町）

　　　　　小雪運転の散水状況（本町）

○ 経済性 □ 安全性

□ 工程 □ 施工性

○ 品質 ◎ 環境

Ｔ Ｅ Ｌ　 ：025-281-8818

新技術問い合わせ先

会社名　：株式会社　興和

所属部課：先端技術部

担当者　：斉藤浩之

□：従来技術と比べて同程度

△：やや劣っている　×：劣っている

上越市地域の県散水消雪施設は、上越市の散水
消雪施設で降雪判断を行い、上越市から遠隔制
御で県散水消雪施設に運転指令が送られてくる。
そこで県散水消雪施設は、雪片カウント型降雪検
知器で降雪強度を判定し、その強度に応じて３段
階に散水量を変化（インバーター制御）させて散
水する。これにより節水・節電を行うものである。
本施設は、節水タイプの千鳥交互散水方式を採
用しており、通常の散水消雪パイプの５～６割と
いった少ない散水量で道路消雪を行っている。し
たがって、既に約４０％の節水・節電が行われて
いる状態から、インバーター制御を付加すること
により、道路消雪のサービスレベルを維持しなが
らさらに節水・節電を行うものである。

実施結果

トライアル工事での評価結果

比較した従来技術
「従来型インバータ制御散水消雪パイプ」
・従来より少量の散水で同等の消雪効果があっ
た。
・電力量が従来比４０％減少した。
・散水量が従来比２０％減少した。
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◎：優れている　○：やや優れている

　インバーター制御システムによる散水消雪施設の概要図

概　要

特　徴

技術名：消雪パイプ用インバーター制御システム

施工内容
工 事 名　　：　緊地雪寒　第 5-20-01-00号　上
越高田インター線緊急地方道（雪寒）工事

施工数量 　：　消雪パイプ打替え　　一式
インバーター制御盤　一面

工　　期　　：　平成１８年６月２８日～平成１９年２
月２０日

既設の消雪パイプを新しい消雪パイプに打替え。
従来の交互散水消雪制御盤を交互散水対応イン
バーター制御盤に交換。
（30Kw用インバーター制御盤　一面）

ポ
ン
プ

ポンプ室

井戸

②水圧を計る

⑦ノズルの噴水量が変わる

③水位を
計る

インバータ装置

商用電源

40～54Hz

⑤周波数を変える

判定装置

降雪強度
センサ

小雪 中雪 大雪

渇水レベル

①雪の粒を数える

指令

⑧水位が下がると
  節水（小雪）運転

水圧計

水位計

④最適なポンプ
出力を計算

⑥ポンプの回転数変化
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